
二
○
○
六
年
一
一
月
七
日
に
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
を
果
た
し
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、
様

々
な
問
題
に
同
時
的
に
直
面
し
て
い
る
。
大
き
な

課
題
の
一
つ
に
障
害
者
の
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で

は
統
計
資
料
、
事
例
調
査
、
基
本
的
制
度
、
今
年

四
月
に
開
か
れ
た
第
一
○
回
党
大
会
の
政
治
報
告

関
連
部
分
の
検
討
を
行
い
つ
つ
、
同
問
題
の
状
況
、

潮
流
、
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

●
概
要｜

既
存
統
計
か
ら

本
項
で
は
二
○
○
六
年
一
○
月
末
〜
一
一
月
初

め
に
行
っ
た
現
地
調
査
時
に
入
手
し
た
政
府
報
告

の
一
部
と
今
年
ベ
ト
ナ
ム
紙
に
掲
載
さ
れ
た
統
計

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
状
況
の

概
要
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は
障

害
者
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
・
分
類
は
未
だ
な

い
点
に
は
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
○
○
六
年
前
期
国
会
に
お
け
る
障
害
者
法
令

（
後
述
「
国
に
よ
る
取
り
組
み
」
の
項
で
説
明
│

筆
者
注
）
の
実
行
状
況
に
関
す
る
政
府
報
告
に
よ

れ
ば
、
二
○
○
五
年
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
約
五

三
○
万
人
の
障
害
者
が
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ベ
ト
ナ
ム
人
口
の
約
六
・
三
％
を
占
め
、
障
害
者

と
共
に
暮
ら
す
家
庭
は
ベ
ト
ナ
ム
の
全
家
庭
の
約

七
・
九
％
と
さ
れ
て
い
る
。

年
齢
層
別
に
見
る
と
、
一
六
歳
未
満
が
約
一
六

％
、
一
六
〜
五
五
歳
が
約
六
○
％
、
五
五
歳
超
が

約
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
労
働
法
で

は
一
五
歳
以
上
か
ら
労
働
契
約
が
結
べ
、
男
性
は

六
○
歳
、
女
性
は
五
五
歳
が
定
年
、
年
金
給
付
開

始
の
原
則
年
で
あ
る
が
、
今
年
二
月
五
日
付
の

『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』（
人
民
）
紙
に
よ
れ
ば
、
男
性

で
一
六
〜
六
○
歳
、
女
性
で
一
六
〜
五
五
歳
に
障

害
者
人
口
の
約
六
九
・
二
％
が
該
当
し
て
い
る
。

ま
た
今
年
八
月
二
六
日
付
の
同
紙
報
道
に
よ
れ

ば
、「
子
ど
も
」に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
「
子

ど
も
」（tre em

 : 

子
ど
も
の
保
護
・
養
護
・
教
育

法
で
は
一
六
歳
未
満
が
「
子
ど
も
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
│
筆
者
注
）
約
三
二
○
○
万
人
の
う
ち
、

約
一
一
○
万
人
（
約
三
・
四
％
）
が
障
害
を
持
つ

と
さ
れ
る
（
先
の
資
料
に
依
拠
し
た
数
字
で
は
一

六
歳
未
満
は
全
障
害
者
の
約
一
六
％
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
数
字
に
基
づ
け
ば
八
四
万
八
○
○
○
人

と
な
る
。
記
事
の
数
字
は
比
較
的
軽
度
の
障
害
も

含
め
た
数
字
と
考
え
ら
れ
る
。
様
々
な
統
計
デ
ー

タ
の
中
か
ら
妥
当
な
数
値
を
見
出
す
こ
と
は
容
易

な
作
業
で
は
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
わ
れ
る
│
筆

者
注
）。

障
害
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
運
動
障
害
が
約
二

九
・
四
％
、
神
経
系
統
の
障
害
が
約
一
六
・
八
％
、

視
覚
障
害
が
約
一
三
・
八
％
、
聴
覚
障
害
が
約
九

・
三
％
、
言
語
障
害
が
約
七
・
一
％
、
知
的
障
害

が
約
六
・
五
％
、
他
の
障
害
が
約
一
七
％
で
、
二

○
％
近
く
が
重
複
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
を
負
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
先
天
性
が

約
三
五
・
八
％
、
病
気
が
約
三
二
・
三
％
、
戦
争

が
約
二
五
・
六
％
、
労
働
災
害
が
約
三
・
五
％
、

そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
約
二
・
八
％
と
な

っ
て
い
る
。
政
府
報
告
で
は
二
○
○
一
〜
二
○
○

五
年
に
毎
年
平
均
約
二
万
五
○
○
○
人
が
交
通
事

故
に
よ
り
障
害
を
負
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
九
九
九
年
の
労
働
・
傷
病
兵
・
社
会
問

題
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
障
害
を
負
っ
た
要
因
の

五
・
五
二
％
を
交
通
事
故
が
占
め
て
お
り
、
今
報

告
で
は
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

現
実
に
は
同
比
率
は
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
推
測
さ
れ
る
。

教
育
面
で
は
、
非
識
字
率
は
約
三
五
・
八
％
、

中
卒
レ
ベ
ル
約
二
○
・
七
％
、
高
卒
レ
ベ
ル
約
二

四
・
一
％
、
職
業
教
育
を
受
け
た
も
の
は
約
二
・

四
％
と
な
っ
て
い
る
。
前
出
の
『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』

紙
に
よ
れ
ば
各
種
学
校
に
通
学
で
き
て
い
る
障
害

ホーチミン市内にある工場で手工芸品作
りに励む脚の不自由な女性（筆者撮影）

ド
イ
モ
イ
期
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
を
め
ぐ
る
小
考
察

寺
本　

実
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を
持
つ
子
ど
も
は
約
二
六
万
九
○
○
○
人
で

母
数
を
記
事
通
り
約
一
一
○
万
人
と
す
れ
ば

約
七
五
・
五
％
が
学
校
に
通
え
て
い
な
い
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
た
と
え
通
学
を
は
じ
め

て
も
約
三
三
％
が
退
学
し
て
し
ま
う
。

生
活
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
で
約
七
○
〜

八
○
％
、
農
村
部
で
約
六
五
〜
七
○
％
の
障

害
者
が
家
族
、
親
戚
、
社
会
補
助
に
依
存
し

て
暮
ら
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九
四
五
年
九
月
二
日
の

独
立
宣
言
以
降
も
戦
争
が
続
い
た
。
障
害
要

因
の
約
二
五
・
六
％
も
の
数
字
を
戦
争
が
占

め
る
の
は
故
な
し
で
は
な
い
。
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
時
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
散
布
し
た
枯
葉

剤
に
よ
る
被
災
者
は
直
接
的
、
間
接
的
被
災

を
含
め
現
在
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
三
月
一
七
日
付
の
『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』
紙

に
よ
れ
ば
被
災
者
数
は
約
四
八
○
万
人
に
達

す
る
。
筆
者
の
調
査
で
も
被
害
は
第
三
世
代

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
障
害
者
総
数
約
五

三
○
万
人
と
い
う
数
字
と
枯
葉
剤
被
災
者
約

四
八
○
万
人
と
い
う
数
字
が
ど
の
よ
う
な
交

わ
り
を
描
く
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
戦

争
が
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
問
題
に
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

●
事
例
調
査
か
ら

次
に
筆
者
が
二
○
○
五
年
一
○
月
一
九
日

〜
一
一
月
二
日
に
北
部
タ
イ
ビ
ン
省
ブ
ー
ト

ゥ
ー
県
ブ
ー
ホ
イ
社
（
社
は
末
端
行
政
単
位

│
筆
者
注
）
で
行
っ
た
生
活
調
査
の
結
果
に

基
づ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
障
害
者
の
生
活

状
況
の
一
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
対
象
は
家
族
と

同
居
す
る
四
七
人
の
障
害
者
で
あ
る
。
障
害
を
負

っ
た
原
因
に
よ
る
区
別
は
し
て
い
な
い
。
ご
本
人

が
応
答
で
き
な
い
場
合
は
調
査
の
都
合
上
や
む
を

え
ず
近
親
者
に
応
答
い
た
だ
い
た
。
調
査
結
果
は

す
べ
て
応
答
に
即
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
、
②
、

③
参
照
）。
地
域
に
応
じ
多
様
な
様
相
を
示
す
の

が
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
諸
事
の
傾
向
で
あ
る
。
そ

の
点
に
は
ご
留
意
願
い
た
い
。

集
計
の
結
果
は
表
１
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の

集
計
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
障
害
の
種
類
が
多
様
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
重
複
障
害
も
多
い
。
戦
争
で
右
脚
や
腕

を
失
っ
た
人
、
枯
葉
剤
の
影
響
で
肢
体
、
神
経
系

統
に
障
害
が
あ
る
人
、
視
覚
や
聴
覚
が
生
来
不
自

由
な
人
、
突
然
の
高
熱
で
神
経
・
精
神
に
問
題
が

出
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
を
抱
え
て
い
る
。

二
つ
め
に
は
、
障
害
を
負
っ
た
原
因
も
多
様
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
関
連
の
原
因
が
最
も

多
い
の
は
調
査
地
の
タ
イ
ビ
ン
省
が
戦
争
に
多
く

の
兵
士
を
送
り
出
し
て
き
た
土
地
柄
で
あ
る
こ
と

に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
医
療
環
境
を

含
め
た
生
活
環
境
の
問
題
が
原
因
で
あ
る
ケ
ー
ス

も
目
に
付
く
。

三
つ
め
に
は
、
戦
争
に
起
因
す
る
障
害
と
認
め

ら
れ
た
人
（
戦
争
参
加
者
、
枯
葉
剤
被
災
者
）
は

公
的
機
関
（
赤
十
字
を
含
む
）
か
ら
補
助
金
が
全

員
に
支
給
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の

原
因
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
受
給
率
が
か
な
り

下
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

制
度
に
関
係
な
く
純
粋
に
受
給
額
だ
け
を
見
て

み
る
と
、
傷
病
兵
へ
の
手
当
て
は
傷
度
・
病
度
に

基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
が
、
受
給
額
（
物
価
表
参

照
。
二
○
○
五
年
一
○
月
一
日
現
在
の
公
務
員
最

低
賃
金
は
一
カ
月
三
五
万
ド
ン
、
二
○
○
五
年
末

現
在
一
ド
ル
＝
一
万
五
八
七
二
ド
ン
）
は
一
人
一

カ
月
当
た
り
五
○
万
〜
一
二
二
万
ド
ン
（
対
扶
助

者
手
当
て
含
む
）
で
あ
っ
た
。
他
方
、
枯
葉
剤
被

災
者
の
受
給
額
は
一
人
一
カ
月
当
た
り
一
六
万
四

○
○
○
〜
一
七
万
四
○
○
○
ド
ン
、
一
般
の
障
害

者
の
受
給
額
は
一
人
一
カ
月
当
た
り
四
万
〜
六
万

五
○
○
○
ド
ン
で
あ
っ
た
。

戦
争
関
連
、
特
に
傷
病
兵
に
対
す
る
手
当
て
が

最
も
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
前
の
、
戦
争
に
勝
っ
て
い
る
当
時
の
日
本

で
も
軍
事
救
護
法
、
恩
給
法
な
ど
の
「
施
策
は
す

べ
て
国
家
の
強
力
な
財
政
的
な
支
援
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
の
傷
痍
軍
人
対
策
が
一
般

の
障
害
者
に
対
す
る
施
策
に
比
較
し
て
充
実
し
て

い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
軍
人
と
し
て

国
策
に
協
力
し
た
と
い
う
貢
献
に
応
じ
て
手
厚
い

対
策
が
な
さ
れ
た
」（
佐
藤
久
夫
・
小
澤
温
『
障

害
者
福
祉
の
世
界
』
第
三
版
、
有
斐
閣
、
二
○
○

六
年
、
七
二
ペ
ー
ジ
）。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
つ

い
て
は
ベ
ト
ナ
ム
特
有
の
現
象
と
は
言
い
切
れ
な

い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
つ
め
に
は
、「
国
家
」
に
対
す
る
要
求
事
項

を
挙
げ
た
人
が
ほ
ぼ
全
員
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
社
会
」（
こ
こ
で
は
「
国
家
」
に
対
す
る
対
概

項目 応答の内容
障害の種類 肢体 31人、視覚 23 人、聴覚 24 人、言語 28 人、神経 31 人 , 精神 26 人
障害を負った要因 戦争 14 人プラス 3人（戦闘 9人、枯葉剤 5人、枯葉剤の可能性 3人）、病気 11 人、事故 4人、老齢 1人、

生来 17 人（可能性があるとして挙げられた要因すべてをカウントしていることに注意）
「国」からの補助金受給者と障害要因 総数 21人（障害要因：戦争 14人、生来 4人、病気 2人、老齢 1人）
「国」に対する要求があった人 総数 45 人（要求事項：資金援助 28 人、医療 12 人、医療保険 5人、教育機会 5人、仕事機会 5人、生活

支援、保障 5人、関心をもっと持ってほしい 9人、家族への支援 3人）
「社会」に対する要求があった人 総数 15 人（要求事項：資金援助 4人、医療機会 1人、医療保険 1人、教育機会 1人、支援 2人、関心を

もっと持ってほしい 3人、理解してほしい 1人、家族への支援 1人）
心配なこと 健康 21人、病気 5人、徘徊 4人、世話 18 人、経済 9人、生活 2人、教育 3人
役割を持っている人 総数 19 人（種類：家事 14 人、農業 4人、孫の世話 3人、弟の世話 1人、洋裁 1人、揚げ豆腐作り 1人、

家畜の世話 2人）

表 1　タイビン省ブートゥー県ブーホイ社の障害者の状況（調査対象総数 47人）

（出所）2005 年 10 月 19 日～ 11 月 2日に行った現地調査、同調査に基づき記した本稿末尾に記した参考文献の①、②、③より筆者作成。
（注）応答が複数ある場合はそのままカウントしている。
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特集／障害と開発｜開発のイマージング・イシュー

念
と
し
て
用
い
て
い
る
。
非
公
的
ア
ク
タ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
に
対
し
て
は
三
分

の
一
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
要

求
事
項
は
資
金
援
助
な
ど
か
な
り
重
な
り
が
見
ら

れ
た
。「
社
会
」
へ
の
要
求
が
少
な
か
っ
た
背
景

に
は
、
個
々
の
家
庭
状
況
へ
の
理
解
、
日
頃
の
つ

き
あ
い
か
ら
互
い
に
遠
慮
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
実

際
に
多
く
の
こ
と
を
「
社
会
」
の
側
が
担
っ
て
き

て
い
る
と
の
認
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
つ
め
に
は
、
心
配
事
と
し
て
は
健
康
、
医
療
、

世
話
な
ど
医
事
に
関
わ
る
問
題
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
次
に
経
済
に
関
わ
る
問
題
が
続
い
て
い
る
。

「
自
分
の
死
後
、
誰
が
子
供
の
世
話
を
す
る
の

か
」
と
い
う
世
界
中
の
障
害
者
の
い
る
家
庭
に
共

通
す
る
切
実
な
心
配
事
も
含
ま
れ
て
い
る
。　

最
後
は
「
役
割
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
家
内
、

家
外
共
に
役
割
を
持
て
て
い
な
い
人
が
過
半
を
超

え
て
い
る
。
仕
事
に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
と
の

応
答
が
あ
っ
た
の
は
、
片
脚
に
障
害
を
持
つ
四
○

代
の
女
性
一
人
の
み
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
洋
裁
業

で
一
カ
月
四
○
万
〜
五
○
万
ド
ン
の
収
入
を
得
て

い
た
。「
役
割
」
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
「
可
能
性
」
が
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

●
国
に
よ
る
取
り
組
み

次
に
国
の
取
り
組
み
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
ご

く
簡
単
に
紹
介
し
た
い
（
参
考
文
献
③
参
照
）。

ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
政
策
の
基
本
法
は
障
害
者
法

令
（
一
九
九
八
年
）
で
あ
る
。
法
令
（phap 

lenh

）
と
は
国
会
の
常
任
機
関
で
あ
る
国
会
常
務

委
員
会
（
国
会
議
長
、
国
会
副
議
長
、
国
会
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
に

よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
法
の
こ
と
で
あ
る
。
位
置
付

け
と
し
て
は
通
常
国
会
で
可
決
さ
れ
た
法
律
の
下

位
に
位
置
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
福
祉
関
係

者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
二
○
○
八

年
に
障
害
者
法
令
を
「
障
害
者
法
」
に
格
上
げ
す

る
構
想
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
法
令
は
障

害
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。「
障

害
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
に
よ
る
区
別
な
く
、
異

な
る
障
害
の
形
の
下
で
身
体
上
の
あ
る
い
は
機
能

の
一
部
ま
た
は
複
数
が
欠
け
て
お
り
、
活
動
能
力

が
減
退
し
、
労
働
、
生
活
、
学
習
上
多
く
の
困
難

に
直
面
し
て
い
る
人
で
あ
る
」。

先
ほ
ど
言
及
し
た
傷
病
兵
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
は
、「
革
命
活
動
を
し
た
人
、
烈
士
と
烈
士
家

庭
、
傷
兵
、
病
兵
、
抵
抗
戦
争
活
動
を
し
た
人
、

革
命
支
援
功
労
者
に
対
す
る
優
遇
法
令
」
の
一
二

条
、
一
三
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
し
た
後
、

「
こ
れ
ら
の
人
々
は
国
家
と
社
会
に
よ
っ
て
尊
敬

さ
れ
、
法
に
し
た
が
っ
た
国
家
の
優
遇
制
度
を
享

受
す
る
ほ
か
に
、
優
遇
制
度
が
未
だ
定
め
て
い
な

い
本
法
令
で
定
め
る
権
利
を
享
受
で
き
る
」
と
し

て
い
る
。

障
害
者
自
身
に
対
す
る
優
遇
制
度
に
つ
い
て
は

医
療
面
、
教
育
面
、
職
業
教
育
面
で
主
に
以
下
の

点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

医
療
面
で
は
、
医
療
基
礎
で
病
気
の
予
防
、
健

康
の
ケ
ア
、
機
能
回
復
、
病
気
の
診
療
・
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
収
入
源
を
持
た

な
い
、
身
寄
り
の
な
い
重
度
障
害
者
、
貧
し
い
障

害
者
は
費
用
免
除
に
よ
る
診
療
、
治
療
が
国
家
に

よ
り
保
障
さ
れ
る
。

教
育
面
で
は
、
障
害
者
で
あ
る
学
生
は
、
国
家

に
よ
り
学
費
、
学
校
に
対
す
る
そ
の
他
の
貢
献
項

目
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
、

国
家
の
制
度
に
し
た
が
っ
て
社
会
補
助
を
享
受
で

き
、
奨
学
金
の
支
給
を
検
討
さ
れ
る
。

職
業
教
育
面
で
は
、
職
業
技
術
を
学
ぶ
障
害
者

は
政
府
規
定
に
し
た
が
っ
て
学
費
を
軽
減
ま
た
は

免
除
さ
れ
、
社
会
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
障
害
者
を
取
り
囲
む
ア
ク
タ
ー
に
対
す
る

優
遇
制
度
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

教
員
に
対
し
て
は
、
障
害
者
特
定
の
学
校
・
ク

ラ
ス
で
教
え
る
教
員
は
政
府
規
定
に
し
た
が
っ
て

優
遇
的
な
追
給
制
度
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

障
害
者
を
雇
用
す
る
経
営
単
位
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
の
た
め
に
保
留
さ
れ
た
生
産
、
経
営
基
礎

は
税
を
免
除
さ
れ
、
経
営
生
産
発
展
計
画
に
し
た

が
い
、
低
利
子
で
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
障
害
者
雇
用
基
金
（
省
級
行
政
区
に
設
置
さ

れ
る
地
方
予
算
や
法
定
雇
用
率
を
遵
守
し
な
か
っ

た
企
業
か
ら
の
納
付
金
な
ど
を
財
源
と
す
る
障
害

者
の
労
働
機
能
回
復
、
雇
用
創
出
支
援
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
基
金
│
筆
者
注
）
か
ら
資
金
の
貸
出

し
ま
た
は
補
助
を
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
か

ら
生
産
・
経
営
に
好
ま
し
い
土
地
の
借
用
あ
る
い

は
貸
し
出
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
十
分
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
調
査
の
結
果

品目 単位（ドン）

普通米 1kg 3,500

高級米 1kg（Gao 8） 6,500

表 2　タイビン省 A社におけるコメ価格 

（出所）2005 年 10 月 19 日～ 11 月 2日の現地調査に基づき筆者作成。
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か
ら
考
え
る
と
、
否
定
的
印
象
を
持
た
ざ
る
を
得

な
い
。ド
イ
モ
イ
路
線
下
で
「
工
業
化
・
現
代
化
」、

「
国
際
経
済
参
入
」
を
推
進
し
、
高
度
経
済
成
長

の
達
成
を
目
指
す
現
下
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
障
害

者
福
祉
の
問
題
に
国
家
が
十
分
力
を
注
ぐ
余
裕
が

未
だ
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
状
況
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
法
制
度
の
構
築
、
整
備
だ
け
で

な
く
、
い
か
に
実
行
を
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課

題
で
あ
ろ
う
。

●
第
一
○
回
党
大
会
で
示
さ
れ
た
方
向

性次
に
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
問
題
に
対
す

る
国
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
探
る
た
め
、
先
に

開
か
れ
た
第
一
○
回
党
大
会
の
政
治
報
告
で
こ
の

問
題
が
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。

同
報
告
で
は
第
六
章
で
社
会
に
関
わ
る
様
々
な
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
第
九
回
大
会
で
は
第
四

章
の
第
四
項
で
関
連
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
。
第
一
○
回
党
大
会
で
は
「
社
会
問
題
」
の
取

り
扱
い
が
「
項
」
か
ら
「
章
」
に
格
上
げ
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
九
回
党
大

会
で
は
「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
ず
、

「
孤
児
、
障
害
児
…
」
と
の
言
及
だ
け
だ
っ
た
。

し
か
し
第
一
○
回
党
大
会
で
は
「
枯
葉
剤
被
災
者
、

障
害
者
、
孤
児
、
徘
徊
者
を
援
助
す
る
」
と
し
て

「
障
害
者
」（
子
ど
も
も
含
ま
れ
て
い
る
│
筆
者

注
）、「
枯
葉
剤
被
災
者
」
と
い
う
言
葉
が
文
言
に

入
れ
ら
れ
た
。
公
的
セ
ク
タ
ー
以
外
の
力
を
導
入
、

活
用
し
て
国
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
基
本
方
針
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
当
局
が
こ
れ
ま
で
十
分
な
責
任
を
果
た

せ
て
こ
な
か
っ
た
障
害
者
問
題
を
よ
り
重
視
し
よ

う
と
す
る
方
向
性
が
看
取
で
き
る
。

●
お
わ
り
に

最
後
に
主
と
し
て
先
の
実
態
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
主
に
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
・
社
会

の
理
解
に
努
め
て
き
た
者
の
観
点
か
ら
同
国
の
障

害
者
問
題
の
諸
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
つ
に
は
傷
病
兵
の
傷
度
、
病
度
の
判
定
、
枯

葉
剤
被
災
者
で
あ
る
か
否
か
の
判
定
を
医
学
的
、

行
政
手
続
き
的
に
公
正
か
つ
速
や
か
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

二
つ
め
に
は
、
直
接
的
、
間
接
的
に
戦
争
を
原

因
と
し
て
障
害
を
負
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
非
戦
争
要
因
で
障
害
を
負
っ
た

人
に
対
し
て
も
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
る
制
度
、
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
つ
め
に
は
、
分
級
（
下
級
機
関
に
管
理
領
域

の
一
部
分
を
与
え
る
こ
と
│
筆
者
注
）
を
推
進
し
、

か
つ
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
状
況
を
よ
く
把
握
し

て
い
る
末
端
行
政
級
の
福
祉
分
野
で
の
決
定
・
サ

ー
ビ
ス
供
給
能
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
つ
め
に
は
、
法
制
度
の
整
備
、
構
築
だ
け
で

な
く
、
所
要
手
続
の
簡
素
化
、
必
要
な
知
識
・
情

報
の
人
々
へ
の
伝
達
、
さ
ら
に
諸
施
策
の
実
行
確

保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
地
域
福
祉
の
文
脈
に
お
い
て
、
障
害

者
間
、
障
害
者
の
暮
ら
す
家
族
間
の
連
携
・
結
び

つ
き
を
当
事
者
自
ら
が
主
導
的
に
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
」
創
出
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
り
、
当
事
者
組

織
の
形
成
を
含
め
た
な
る
べ
く
形
式
化
さ
れ
な
い

柔
ら
か
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
意
味
す
る
。

個
々
が
属
す
る
血
縁
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
共
同

体
」の
垣
根
を
超
え
た
「
横
」の
連
携
の
構
築
（
す

で
に
存
在
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
そ
の
強
化
）
は

問
題
を
い
っ
そ
う
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
公
的

サ
イ
ド
に
対
す
る
発
言
、
提
言
能
力
の
強
化
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
て 

ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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